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令和5年8月24日

下石陶磁器工業協同組合

窯業界においても高齢化が進展しており、組
合員が所有する製陶工場や焼成炉について廃
墟等としないため、他業種も含め再利用、或
いは、事業承継者の発掘を行う会議を開催し
ている。

陶磁器製品の製造過程において、窯で焼成す
る棚板が劣化や破損で使用できなくなる。こ
れを組合と地元の小学校とが共同して回収し
、再利用のため処理業者に引き取ってもらう
。

消費者が継続して使用していける高品質の商
品開発を目指し、企画開発委員会を設置して
提案及び指導を組合員に対し行っている。

⑪住み続けられるまちづ
くりを,⑫つくる責任 つ
かう責任

令和5年度は、専門家を招い
た会議を3回行った。

製陶工場等の再利用数・後継者発
掘数

毎年、1件以上の再利用、或いは
、後継者を探し出す。

⑪住み続けられるまちづ
くりを,⑫つくる責任 つ
かう責任

⑨産業と技術革新の基盤
をつくろう,⑫つくる責
任 つかう責任

毎年実施しおり、令和４年度
は約700㎏を回収。

令和4年度は2回の委員会を開
催した。令和5年度は今まで
に2回の委員会を開催した。
委員会では、他業種での取り
組みを視察研修することとし
た。

「棚板回収」

他産地、他業種視察研修

毎年継続して実施しており、今後
も500～700㎏程度の回収を目標。

令和5年度末までに他産地等を視
察し研修成果をまとめる。

・重点項目について事務局員で共有している。
・各項目について担当者を定め定期的に報告を受けている。

事務所の受付等でＳＤＧｓへの取組みを掲載


